
大和市の公共施設には多くの自動販売機が設置されており、市が設置して

いる数は、なんと１０３台。私の見た限りでは、ほとんどの飲料がまちなか

で見かける一般の自動販売機と同額で販売されており、缶は120円、ペットボ

トルは150円という見なれた価格に設定されております。 

そもそも、なぜ大和市は自動販売機を設置しているのか、その目的はいっ

たい何でしょう？例えば、私がサラリーマンをしていた頃は、自動販売機が

従業員の利用や福利厚生を目的に設置されていたこともあり、販売価格も一

般より安く設定されていました。皆様の会社はいかがでしょうか。 

公共施設の自動販売機は、単に飲料水が購入できるということにはとどま

りません。市民が利用することを考えた場合、負担軽減を図るために、価格

面を見直す必要もあります。さらに、市職員も職場である公共施設の自動販

売機を利用することから、お求めやすい価格設定は福利厚生にも大きな効果

をもたらすのではないでしょうか。        （裏面に続きます） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外出先で喉が渇いたときに、近くに設置されている自

動販売機で飲み物を購入する、多くの市民の皆様も経験

があることと思います。 

 大和市では、これまでも熱中症予防など観点から、適

切な水分補給を行うこと推奨しており、屋内外を問わず

外出先で手軽に飲料水を購入できる点は、自動販売機の

大きなメリットであります。 

 さて、今回のテーマはこの「自動販売機」です。利益

を追求する企業ではない自治体が設置している自動販売

機について、いくつかの疑問点を明らかにしていきます。 

 

 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３６） 
【プロフィール】昭和 55 年 11 月 27 日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。古谷田議員、佐藤正紀議員、町田議員

と共に市議会で最も平均年齢が若い会派「明るいみらい大和」結成。 

妻とダウン症の８歳の娘（桜丘小３年）、５歳の長男と３歳の次男の

５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4 サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■身近な存在 自動販売機 

 

■缶は１２０円、ペットボトル１５０円？ 

 

 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
○第８２回みねスクエア 
１月２２日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第８３回みねスクエア 
２月２６日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
●菅原直敏県議＆あかみね合同スクエア  
３月２６日(日)１０：３０～１２：００ 
場所：桜丘学習センター  １０３講習室 
公務や天候等により日程が変更になる可能性が
あります。恐れ入りますが参加される際はホーム
ページなどでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あかみね太一は３６歳になりました 

 時の流れは早いもので、気がつくと３６歳になりました。思い起

こせば、３０歳で市議会議員に立候補、娘の心臓手術、長男と

次男の誕生など、多くの出来事がありました。この６年間を支え

ていただいた多くの皆様に改めて感謝を申し上げます。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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以上の疑問を踏まえて、行政に対して「大和市はどのような考え方に基づいて自動販売機を設置しているのか」「自

動販売機の設置による収入」「自動販売機の価格設定について」答弁を求めました。私の質問に総務部長は以下の通

り答弁されました。 

「自動販売機の設置については、施設等の空きスペースを有効活用し、市施設利用者の利便性向上、職員の福利厚

生を目的に、また、災害時における飲料水確保の一助として設置している。加えて、平成18年の地方自治法の一部改

正により、行政財産の貸し付けが可能となったことから、市条例、規則を改正し、自主財源の確保を図るため、公募

による入札を実施して、自動販売機を設置しているところである。 

 現在、市が設置している自動販売機は、市庁舎、消防庁舎、公園、スポーツ施設等、合計103台あり、使用料収

入は年間約3200万円となっている。 

 自動販売機で販売している飲料等の価格設定については、自由競争の原理から、設置者参入の機会拡大を図り、

より多くの自主財源を確保し、市の政策を通じて市民へ還元する観点から、（入札時に）価格に関する条件は定めて

いない。価格設定を行う場合には、購入者へ直接還元できる反面、売り上げの低い場所への設置ができなくなるとい

う懸念も生じることから、今後、価格設定に伴う影響等を検証し、次回入札時に生かしていきたい」 

 簡単にまとめると、市は利用者の利便性向上と職員の福利厚生、自主財源確保を目的に、公募による入札により自

動販売機を設置し、平成２７年度は３２００万円の収入があったとのことでした。大和市の自動販売機の入札は５年

ごとに実施しているため、次回の契約の際には価格設定についても考えていきたいというものです。利用者の負担軽

減と自主財源確保という相反する目的を両立するために、弾力的な価格設定を行うことを要望しました。 

■私の質問と行政の回答について 
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